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波照間方言 2 変種の 音響音声学的比較
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An 　Acoustic　Phonetic　Analysis　of 　Two 　Varieties　of 　Hateruma 　Dialect

GiusepPe　PAPPALARDO ＊

SUMMARY ： The　aim 　of　this　paper　is　to　analyse 　two 　varieties 　of 　Hateruma　dialect
，
　in　order 　to　describe

diatopic　and 　diachronic　changes ．　 Hateruma　dialect　belongs　to　the　Yaeyama 　dialect　group，　and 　is　spoken
on 　Hateruma 　island　as　well 　as　in　the　Shiraho　village 　ofIshjgaki 　island．　The 　paper　aims 　to　compare 　the　two

varieties 　through 　an 　acoustic 　phonetic　analysis ，
　setting　as 　a　parameter　the 　vowel 　space ，　 It　also 　carries　out

acomparative 　analysis 　between 　the　varicties 　spoken 　by　different　generations，　in　order 　to　show 　diachronic
changes ．　The　acoustic 　phonetic　approach 　allows 　us 　to　gain　a　deeper　understanding 　of 　the　Hateruma　dialecr
vowel 　system ．

キ ーワード ： 波照間方言．音響音声学的分析，母音空 間，摂動 理 論，咽 頭 化

1．研 究 目的

　本研究は，消滅 しつ つ あ る琉球方言の ひ とつ で

ある八重 山方言群波照間方言の 音声学的 な構造を

解明 し，そ れ に 関連する歴史的 ・方言 地理学的な

変異 の 重要 な側面 に つ い て 考察す る こ と を 目指

す 。 琉球方言 の 中 で も，波照間方言は 複雑で 特殊

な音韻体系を持 つ こ とが報告 され て い る言語で あ

り、また緊急 な言語学的記 録の 必要が 認識 され て

い る危機言語の ひ とつ であ る。

　波照間方言は主 に 八 重山諸島に 属す る波照 間島

で 話され て い る ． 波照 間島は 石垣 島か ら約 40km

南 の 地 点，北緯 24 度 1 分 20 秒，東経 123度 47

分 8 秒 に位嵩 する （囗本放送協会 1981）。 2009 年

の 統計 に よ る と波 照 間 島 の 人 口 は 546 人 （男

279，女 267）で ある 。

　波照間島で は 65歳以上 の人が まだ 日常会話で

方言 を使 っ て い る 。 5   歳か ら 65 歳 の 世代 は方言

を聴 い て 理解す る こ とはで きるが，あま り話すこ

とは で きな い
。 若 い 世代 は 方言 をあま り理解で き

ず，共通語に 類似する変種だけを話す 。 波照 間 島

には 5 つ の 部落 （富嘉村、名石村，前村，北 村，

南村）が あ り，それ ぞれ の 部落の 方言に は わずか

な相違が あるが，本研究で はそ うい っ た 部落間 の

相違は 扱わな い 。

　波照間方言は波照聞島の みな らず，石垣 島の 白

保集落で も話 されて い る 。 以下，2 つ の 方言変種

をそれぞ れ波照間変種お よ び白保変種 と呼ぶ こ と

にす る 。

　白保集落は，1713年波照 間島か ら 300 余人 を

賞 け入 れ て独 立 したが ，1771年の 明和 の 大津波

に よ っ て IS74 人 の 村人が亡 くな る とい う破滅的

な被害を受け，そ の 後首里王府政策 に よ り波照 間

島か ら 418 人の 受け入れ とともに再建 された 。 波

照 間変種 と白保変種 は基礎語彙 と文法で は大 きな

相違は見 られな い が，音韻構造 に は相違が見 られ

る （狩俣 2008）。

　石 垣 島には 白保集落以 外に も付近の 島か ら の 移

民 に よ っ て 形成され た集落が存在する 。 例 えば、

宮良集落は小浜島か らの 移民に よ っ て 形成され た

＊
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（lzuyarna　2003，　p．9）。 異な る島 々 か ら石垣島に 来

て い る人 々 同士の コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン は共通語的

変種が用 い られた 。 そ の ため，石垣 島の さまざま

な集落の 方言は次第に失われ つ つ ある。今日白保

集落で は 70 歳 ぐらい ま で の 人だ けが 方言 を使い ，

それ よ りも若 い 世代の 八は共通語 しか話 さない 。

　本研究の 目的は波照 間変種 と白保変種の相違 を

音響音声学的に分析する こ とである 。 分析対象 と

して ，それ ぞれ の 母音体系を取 り上 げる 。 そ れ ら

2 変種 の 比較研究が ，本研究の 重要な研究 ト ピ ッ

ク に な る。

で 他 の 方言 に は 見 ら れ な い 波照間方言に 特有 な特

徴 を記述 して い る 。 中本 （1976）は，波 照 間方言

が 「中舌母音が盛 ん に 用 い られ る」方言 であ る と

記述 し，八 重山諸方言に お ける波照 間方言 の 特徴

は ．「T の ほ か に e が音韻的にみ とめ られ る 」点で

あ る と述べ て い る。中本は こ の 文脈で 下記の 例 を

挙げ中舌母音 εと前舌母音 e の対立 を示 して い る 。

［k……：］　（垣卩）

［ke：］（影）

［pe：］（鍬）　 ［me ：］（米）

［pe：1 （灰）　　 ［me ：］（前）

　　　　　 （中本 1976
， p．229）

2．研究の背景

　八 重 山諸 方 言 に つ い て の 最 初 の 研 究 は宮良

（1930）で ある 。 宮良 （1930）は八 重 山 諸方言 の

母音体系 を記述す る際，標準語 にな い 母音の存在

を強調 して い る 。

　上村 （1992）で は波照 間方言の 母音体系を以下

の よ うに記述 して い る．こ の 母音体系が 波照間 と

白保で 用い られて い る と述 べ られ て い る 。

】 1　　 （3）　　 e 　　 a 　　 O 　　 U

主：　　　 3 【　　　 e ：　　　 a：　　　 0 ：　　　 U：

イ ィ　 国

　 こ の 音は八重 山語 と して は最 も重要 なる位置に

　ある もの で ある 。 そ の 発音 は容易で ある とは云

　ひ難 い が，大体 に 於 て ，iと同 じ 凵 形 を して，

　舌は iの 場合よ りも中央 に接近 した部分が 隆起

　 して 発音され る 。

　　｛列。　［ihi］　　虫暇

エ エ 　［ε1
　こ の 母音は大体 「エ 」と同 じ口形 をして ，舌の

　位置は 「エ 」 と 「ア」と の 中聞ぐら ゐ まで に引

　 き下 げられ て 発音 され る 。

　　例 。
ぺ ；…

一
［pε：1 鍬若 し くは汁杓子 （波照）

　　　　ケ ェ
ー

［kε：］ 卵 （白保，波照）

　　　　メ ェ
ー

［lnε：］米 （白保，波照）。

　　　　　　　　　　　　　　（宮良 1930，p．15）

　宮良 （1930）は初期調査的な研究だが，八 重 山

諸方 言の 研究の 出発点だと い える 。 宮良 （1930）

か ら波照 間変種 と白保変種 に は 〆i，e，　a，　o ，　u
，
T

，
ε1

の 7 母音体系がある こ とが わ か る。

　中本 （1976） は琉球方言の 音韻体系の 分析調査

　中本に よ っ て e とい う記号で 書かれ た母音 に つ

い て は，違 う記号で ある 3 を用 い ，「前寄 りの や や

中舌的な音色を有する半ひ ろ母 音で あ っ て，前舌

の e：お よび e と，音 韻的 に対立す る」（上村 1gg2 ）

と記述されて い る
D

。 上村 （1992）が用 い た記号か

ら こ の 母音が中本 （1976）が考 える もの よ りもや

や広 い 母音 で あ る と示 唆 して い る こ とがわか る 。

　さらに，上村幸雄 （1997） に波照間方言の 母音

体系に関する重要な指摘が見 られ る 。 琉球方言 の

母音変遷 に つ い て 論 じる 際 t 上村 （1992）で 3 と

い う記号で 書か れた母音を敷衍 し説明 して い る 。

　八重 由方言中 もっ ともつ よ い 呼気流で 発音 さ

れる 方言で あ る波照 間系方言 （波照閭島，お よ

びそ こ か らの 古 い 移住 に よ る 石垣 島自保 の 方

言 ）に は，舌先 的母音 Al！の ほか に も う
一つ ，

標 準語 〆ai！に対応す る 舌先的母音 13fが存在す

る
2）

。 こ の 母音 も こ れ まで 中舌的な音色の ゆ え

に 中舌 周：音 と誤認 されて きた が，観察すれ ばわ

か る ように，舌が た い そ う前に よ っ た母音で あ

る 。　　　　　　　　　　　 （上村 1997
，p．33）
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　 ヒ村 （1997，p．33）か ら中本 （1976）へ の 批判

的な言及が明瞭 に 読み 取れる 。 上村 （1997）によ

る と，波照 間の 「中舌母音」は 中舌母音で は な く，

「舌が た い そ う前 に よっ た」舌尖的な母音で ある 。

また， E村 （1992）と違 い ，こ の 母音 を
一
舌先母

．
音で た い そ う前に よ っ た母音で ある」 と記述 し，

3 に 舌尖 を表す補助記号 を付けた記号で 表 して い

る 。

　狩俣 （2008，p．63）は脚注で こ の 母音 の さ まざ

まな解釈 に つ い て論 じて い る 。 宮良 （1930）は ε

の 記号を用い て 半狭母音 と対立す る半広母音だ と

解釈 して い る 。 それ に 対 し，中本 （1976）は，中

舌化 され て い る 半狭母音の 記号 e を用 い て表 して

お り，宮良 （1930）の 記 号 ε と比較すれば，高さ

の 相違が あ る 。 上 村 （1997） は舌先的な母音だ と

述ぺ て 3の 記 号を用い て い る。狩俣 （2008）は こ

れ らの 説 を踏まえて，上村 （1997）が 「わずか に

中舌的な音色をと もなう前舌の 半広母音とみ た の

で あ ろ うか 」，それ とも 「宮良 （1930）の 前舌半

広 母音 の ε：が 中舌半広 母音 e に 変化 し， また，

前舌半広母音 ε1 に もど っ た こ と に なる 」の で あ

ろ うか と問題提起 し，暫定的で はある が，後者の

解 釈 を と っ て ，ε を用 い て 表記 して い る 。 また，

こ の母音 の 音声的詳細 に関す る問題 に加 え て，狩

俣 （2008） は こ の 母音の production が 消滅 した こ

とを以下 の ように 述べ て い る 、、

散発 的 で あ り，音声構造 に つ い て の 規則性 を理解

するため に十分な組織的資料が揃 っ て い ない 。 し

たが っ て ，本研究で は，組織的な資料収集を行 い ，

そ れを音響音声学的分析を用 い た客観 的な デ ータ

を提示 しなが ら，先行研究で報告 され て い る興味

深 い 音声学的事実 につ い て ，よ り正確 に検証 し考

察する 。

3．方法

3，1 デ ータの 収集

　比較す る 変種は 以下 の 通 りで ある D

　 1）波照間鳥老世代

　2）波照 間島若世代

　3）白保老 世代

　4）白保若世 代
3）

　以 下 1）〜 4） をそれ ぞ れ Hl，　 H2，　 S1．　 S2 と

呼ぶ 。 最初 に （1）通時的変化 を検証す るため に

2 つ の 世代間 を比較 し，次に （2） 波照問変種 と

白保変種 を比 較す る。こ の 2 方向 をもつ 比較方法

を要約す る と ドの 図の ように な る ：

波照 間変種 ：老世 代

　　↑
　　比 較 （2）

　　↓
白保変種 ：　 老世代

← 比較 （1）→ 　若世代

← 比較 （1）→ 　若世代

　1988年波照 間 島方言の 調査 ，1990 年 の 白保

方言の 調査 で は el と ε： の 区別は 混同 され なが

ら も区別 されて い た が，2006 年，2007 年の 調

査 で は 区別が 失わ れ，e：で あ らわれ た 。
　 e ： と ε：

の 区別が どの ように して 生 じた の か確定で きな

い 。 （狩俣 2008
， pp．63−64）

　こ れらの 先行研究が報告す る事実は ，波照間方

言の 音声的構造 ・音韻的構造 にお ける極 め て 興味

深い 特徴 と判断され る 。 しか しなが ら，その 音声

学的な記述は主観的な観察 に基づ く表記で あ り，

止確 な音声 的事実が客観的 な資料 に基づ い て 提示

され て は い な い
。 また，提示 され て い る 具体例 が

　
一次 資料収 集の た め の 語彙 リ ス トを，平 山

（1988）を基 に作成 した。語彙 リス トを作成する際

宮良 （1930）も参考に した。中舌半狭母音の 表記

に は 一致 して い な い と こ ろが あ っ たが ，その 場合

に は 宮良 （1930）の 表記 を平山 （1988）の 表記の

右 に併記 した 。

　平 山 （1988） か ら，1986年 まで 保持 さ れ て い

た 7 つ の 母音が 含まれて い る 70 語の 許 彙を選 択

した （表 1）。

　臨 地調 査は 2008年 8 月 に行 っ た 。 8 月 2 日一

16 日に波照 間島で，17 日〜28 日 に 白保集落で 行 っ

た 。

　4 名の イ ン フ ォ
ー

マ ン トの 協力 を得て 各変種 の
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表 1 分析対象語彙

　

　
“
威

　

　

　

勿

　

　

け
　

　

　

　

　

　

ヰ

油

雨

心

蟻

血

動

蝦

筆

用

冬

歯

口

蜂

蝿

灰

箱

浜

羽

鼻

鳩

草

鍬

雲

虫

ニ ン ニ ク

　

　

　

　

　

　

陽

斧

花

魚

猿

島

巣

太

竹

蛸

種

　

　

　

　

　

Nl

　

　

　

　

　

　

　

　

　

C

膃

臘
晦

躡
暉

悶

脳

脚

麟
留

織
瞬

圃

留

臨

脚

騨
鰡

躑

　

　

　

　

　

　

　

　

戸

　

　

震

　

　

　

　

　

　
物

　

　

　

　

　

　

　

　
栗

羊

針

箸

橋

火

頭

髯

帆

星

井

卵

犬

地

蚊

影

亀

蟹

鎌

木

着

米

枕

日

波

根

蚤

袖

馬

海

山

ヤ シ ガ ニ

鶏

鳥

泥

釘

臼

［P？IT］

［mElsi
’
］

［P？ts
’
i｝

［psT
「
］

［
’
）arnas 》kuru］

［啝 i］

［Pu：］

［P撃tsf］

［1（6：］［k
’
e：］

［k§：］

「〜inul

［niN ］

［gandzaN］

［ke：］

［k響刺

［kaN］

［gakkja：］

Lki，j

「鱒 u1

［me ：］

「ma1 囘

［mjN1

［naN ］

［niN 」

［nUN ］

∬i：］

［mmaN ］

［？UN ］

［plrpid7εL］

［mugON ］

［goka］

［t贈 ユ

［duru］

［fUN］

［？us エ］

録音デ
ータ を採取 した 。 イ ン フ ォ

ーマ ン トの 情報

は 下記 の 通 りで ある 。

　 ・Hl ： 女性，大正 13年 生 まれ，波照 間出 身，

　　　　波照間育ち

　・H2 ：女性，昭和 25 年生 まれ ，波 照 間 出 身，

　　　　波照間育 ち

　・Sl ： 女性，大正 3 年生 まれ ，自保出 身，白保

　　　　育ち

　・S2 ： 男性，昭和 9 年生 ま れ ，白保出身，白保

　　　　育ち

　波照間島の 若世代 （II2） と白保集落 の 若世代

（S2）の 年齢 はず い ぶ ん異な る。なぜ な ら，波照

間島で は 50 歳 で もまだ方言を上手に 操 る こ とが

で きる人が い る の に対 し，白保集落で は 7  歳以

ドの 人は もはや方言 を用 い て い な い ためで ある 。

　用い た録音機械は下記の通 りで ある 。

　 ’録 占機 ： Marantz 　PMD660

　 ・
マ イ ク ： Shure　AM 　48

　
・録音設定 ： 16　bit，　44．1kHz

　録音に 際 して は，視覚的な刺激 （写真お よび絵）

を見せ，標準語の 発音や 表記の 影響が な い よ うに

工夫した。

　波照間方言の 変異 を分析するため に母音空 間 と

い うパ ラ メ
ー

タ
ー

を手がか りとした，，

3，2　分析方法

　 まず，音響的母音空間を分析する た め に ，Praat

と ホ ル マ ン トグ ラ フ作成 シ ー トプ ロ グ ラ ム
4）

を用

い た。

　Praatを用 い て， ス ペ ク トロ グ ラ ム の 観察 を し

た上 で，全て の 母 音の フ ォ ル マ ン ト （Fl，　F2，　F3）

を計測 した 。 計測 の 際，母音 に隣接す る音に影響

され た 遷移音 （transition ）の 部分 は 計測 の対象外

と し，母音 の 定常部分の
’F均 をと っ た 。 その 結果

得 られ た 各母音 の フ ォ ル マ ン トの 値 を Fl と F2

を座標軸 と した音響母音空間上 に布置 した 。 母音

の 音 響空間上 に お け る 相 対的 な位置 関係 か ら．音

声 的 に見 た母音音 素の 音色 の 対立関係 を波照 間変

種 （Hl ，　 H2 ） と 白保 変種 （Sl，S2） の それぞ れ

につ い て 考察 し，さら に両者を比較す る 。

　本研究で は異 な る話者の 間で 母音の フ ォ ル マ ン

トの 比 較は行わな い 。なぜ な ら，フ ォ ル マ ン トの

高 さは性や 年齢や音声器官の 個人的大きさに よ っ

て 異な る の で ． フ ォ ル マ ン トの 値 自体 の 比較 に は

あまり意味が な い か らで ある。む しろそれ ぞれ の

話者 の 母音空問にお ける 当該母音の 位置づ けを比

較する こ とが重要で ある
’E〕

。

　 こ の よ うな方法で ，狩俣 （2008 ） で 述 べ られて
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図 1　波照 間老世代変種の 母 音空間 （F1−F2）

い る c と ε の 対y か 完全 に失 われ て い た か とう

か を畜響 占声学的に検証する 。 また　 ［L代別 の 母

音体系の 音響音声学的比較　さ ら に改贖 間変種 と

日保変種 の 比転 を踏 まえて 　7 母音体系か ら 6 母

音体系 へ の 歴 史的変化か 2 つ の 変種 の 間に平行 し

て 　 との ように進行 して きたか を考察す る 。

4 　結果

　 ます改 昭 聞老世代変種 の 分析佶果か ら示す と以

下 の 通 りで あ る ，Hl の フ ォ ル マ ン ト （F1 と F2）

の 計 1則を踏 ま えて 　田 の 月音 空 間 を作成 した

（図 D。

　 これ を観察する と　 前 舌狭 母 肖 且の 分布 と中舌

狭 tt音 1 の 分布か 重な っ て お らす　明瞭な 区別か

認め られ る el に くら へ て 1 は 　け吝空間 の 前後

の 次 兀を反映する F2 の値か 明 らか に小 さい こ と

か ら　IPA の 記 号 として 国 を用 い る こ とか 相 応

しい と提案て きる 。

　狩俣 （2008 ）で 消威 した とされ る e と e の 対立

に 関 して は　確 か に 1 と 1 の 対立 ほ とは Fl お よ

ひ F2 に明瞭な左 か認め られ るわけて は ない 。 し

か し　 それぞ れ の 分布か 完全に重な っ て い ない の

で 　お そ ら くe とい う母音か また保持 さ れ て い る

と解釈で きる 、宮良 （1930）の 指摘 「大体
’
エ 」

と同 じ口 形 を して 　舌の位 置は 「エ 」 と 「ア 」 と

中間 くら ゐ まて 引 き下け られ て 発音 され る」か ら

e と e に は Fl の 値に 差 か ある と推 測され るか 　 e

と c の rl に は大 きな差か見 られ な い 。
　 r2 に つ い

て も　 1 と 1 の あい た の F2 の 差に比へ る と　 そ こ

に大 きな差は認めか たい
。 また典型的な中舌廿音

図 2　 e の 唇の 形状 と下 先 の構 え
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てあ る a と比転 し て も　e の F2 は それ ほ と低 く

はな い 。こ こ て 　図 2 に示 した 月音 e の 発音時の

舌先 の 構えを観察 して お こ うn

　 こ の 写真 か ら明 らか な通 り　 こ の 母音 の 調 音に

お い て は　舌尖は持ち上か っ て い な い の て　上村

（1997）か示唆する よ うな 「舌先 卩音」て は な い

と判 断て きる 。 e と e の 間 の ス ペ ー
ス は非常に 小

さい の で 　音韻論的な対立 かある かと うか を疑 え

ない こ と もない 。 と こ ろ か 　聴E 印象て は明らか

に異なる母 tiと して 聴 き取る こ とかて きる 。 そう

する と　 い っ た い 対立 に 関与 して い る 首響的特微

は何 て あ ろ うか 。 図 1 て 見た よ うに，両 k の F2

に は大 きな差が見 られ なか っ たか　他に両者の 間

て 著 し く異な る ゴ響的特徴 はな い た ろうか 。
こ の

問題 を考える手か か りとして 両 母音の 第 3 フ ォ ル

マ ノ ト 〔F3）に着 目 した上 C 　HI の F1 と F3 の

母 ti空間 を示すと図 3 の 通 りてある 。

　図 3 を見 る と　e と e の F3 の 間 に驚 くへ き距

誰か あ る とす く十Uる 。
つ ま り e に 対 し て e の F3

は著 しく低 い 。おそ ら く　 両 母音の 聴 見 印象的 な

違 い に は　こ の F3 の 値の 差 に 反映 して い る音響

的な差 異か 関与 して い る に ちか い な い 。

　 こ の テ ータを踏 まえ る と　狩俣 （2008）て 消滅

した と述 へ られ た e と e の 丹音対 V か 波昭 問老 匹

代変種て は未た に 保持 され て い る と い える　 パ
ー

ク⊥ て 見 られ る F3 の 差 をス ペ ク トロ ク ラ ム て示

した の か 図 4 て あ る 。 た た し　また灯 、／に関与 し

て い る 調音的特徴 を特定 して い な い 。 こ の 特徴 は

第 3 フ 1 ル マ ノ トに 影響 を与 え る パ ラ メ ーター
の

中て 探せ は よい ．

　イ其　動 理 論　
Ltperturbat10n

　theoly
’
　〔Chlba　and

KaJiNama　l941，
　Johnson　1997 ） 1こ よ る と　　口1空1ノ・亅

て の 狭め の 位置に従 っ て特定の フ riル マ ン トの 高

さか変わ る 。 狄 めか veleuty 　 antinode の あた りに

ある と　フ ti，ル マ ン トは トか り　狭 めか velouty

node の あた りにある と　 フ ォ ル マ ン トは上 か る．

Veloclt＞antinode と veloclty 　node の 位渚 は Fl− F3

て それ ぞれ異な る cF3 の 場合　veleclty 　node は 歯

茎 と軌 口苦 と喉頭の あた りに計 3 箇所あ り　 ve

locity　 antlnoCle は 唇 と硬 口 蓋 と咽 頭 の あた りに

3 箇所あ る 。 e の F3 か e に 比 へ 低 い の は 　3 つ の

veloc 皇ty　 antlnode の うち
一

つ に狭 めか あ るた め C

あ る と考えられ る J こ 九 ら 3 つ の 、clOCity　antmod 。

の 中 て唇 と 硬 目蓋は 省 くこ と か て きる 。 な せ な ら
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図 5　波照間若世代変種の 母音空間 （F1−F2）

先 に掲けた図 2 の 写真か ら明 らか な通 り　 こ の c

は　円唇母音て もない し　舌先母音 C もない か ら

て あ る 。 従 っ て 　結 」侖と して は狭めか咽瞋 の あた

りに ある と考え られる。つ まり　母音の 対立に 関

与 して い る特徴 は咽頭 化て あ る と推諭て きる。音

声記号 と して は　今まて 検討 した よ うに 中函鳳音

て はな い の て
6）

［e］の 代わ りに ［e
〜

］とい う記号を

提案s る 。

　次 に こ の ［J口 対立 （e，e ）か波 昭 問若世代 （H2 ）

に も保持 さ れ て い る か と うか 検証 す る 。 図 5 と

図 6 を見る と
， 波昭 間若世代に お い て は c と L た

け ごは な く 1 と 鏖の 分布か重 な っ て い る こ とか ら

e と e 及ひ 1 と 1の対立 も失わ れ て い る こ とか判る 。

そ うする と　 7 母音体系か ら 5 母音体系 へ の 変化
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か あ っ た と言 える。e と e の F3 に差か な い こ と

から 咽頭化に よ る 1］di対立 もな い こ とか刊 っ た 。

　次に自保変種の 老世代　若世代の 分析結果 を示

す と以 下 の 通 りて ある 。 図 7 を見 る と　 Sl の 母

肯 体系 は H2 と同 しよ うに 1 と 1 の 対 立 と e と e

の 対立 か失わ れ　5 つ の 母音か らな っ て い る LSl

（図 7）と S2 （図 8）の 母 自牢 間も合わせ て み ると

「二 母音化 」 と い う傾 向か 見 られ る。 つ ま り　 o

は u に 　し は 1 に　1 は 1 に合流す る とい うこ とて

ある 。

（宮良 1930 狩俣 2008 ） 中舌化 され た半狭母音

［e］（中本 1976 平山 1988）中舌牢仏 母 白 ［3］（冲

縄県教育委員会 1975　 ヒ村 1992）　中舌半広舌

尖丹音 ［3］（上村 1997） なとと表記 され て きた

母音は咽頒化 され た丹音 ［eS］と考えられ る 。

H2 て は 1 と 1，　 e と 。 か 合流 した ため　母音体系

は 5 母音か らな っ て い る。

Sl と S2 は 5 母 音 の 体 系 か ら な っ て い る が

「二 母音化 ． の 傾向か 見られ る 。

6　問題点 と今後 の 課題

5　結論

　波 昭 問方 ≡四変種 を観察 した結果 は下記の 通 り

て ある 。

　改照間方 i蓍7 廿音体系 は波昭 間 島の 老世代変種

　 （Hl ）た けに保持 されて い る。

　中本 （1976）で 衷記 され て い る e は狩俣 （2008）

　て 消滅 した とされて い るか 　Hl て また保持 さ

　れ て い る 。

　波 昭 間方言に特徴的て あ り 今 まて 半広母音 ［ε］

　本研究 は 4 名の イ ン フ ォ
ー

マ ン トの テ ータ を踏

まえて波 昭 問方言 の 共時的状况 を記述 した 。 しか

し　個人k か あ り盲声的 に も不安定て あ る と巴わ

れ る の で 　ま た一
般化する こ とか 適わない

。 と り

わ け　申木 （1976）で 表記 され て い る e は本研究

で 咽頭化 された母盲 とい うふ うに記述 したが 老

i日代の 話者か全員 こ の よ うに発 tiする こ とをtXn［

する の に 1分なテ
ータか揃 っ て い な い 。

　今後 の 課題 と して　波 昭 問方言 の 老世 代の 音声
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波 照 問方言 2 変種 の 音響音声学的比 較

デ
ー

タを増や し，本研究の デ
ータ と比較する こ と

が必要で ある 。 また ，若世代の 話者が ，対立 が失

わ れ た母音 （［e］［eS］）を弁別で きるか どうか を検

証す るた め の 聴覚
．
音声 学的な調査 も計画 し て い

る 。 こ れ は，音声 の 生 成 （production）で は失 わ

れ て しまっ た音韻体系が，聴覚認識 （perception）

で は まだ保持 され て い るか どうか を調査する こ と

によ り，そ の 体系変化に際 して の 話者 の 内部的言

語知識の 詳細 に迫 ろ うとす る調査である 。

6） e を 中 舌 母 音 と し て 解 釈 し な い 理 由 に は．一．．つ あ

　る。一つ は 典 型 的 に 中舌 母 音 とみ な せ る a の F2 と

　比 較 して ，e は そ の 値が 高 く．両 者 の 分布 は ほ とん

　ど．重 な っ て い な い 点 で あ る 。 そ れ に 対 して
’
iの F2

　は a と同様 に比較 的低 く，分布 も重なっ て い る 。 し

　たが っ て，1は a と 同様 に 中舌母音 と解釈 で きるが．

e は 中舌母音 と して 解釈す る の は難 しい と考 え られ

　る 。 もう
一

つ は．iと Tの F2 の 距離 と比 べ る と e と

e の それ は 近 い とい う点で あ る 。つ ま り，i と
’
1
’
の 区

　別 に は F2 が 大 き く関 ワーし て い る に 対 して ，　 e と e

　の 区 別 に は そ れ ほ ど大 き く閃 わ っ て お らず，む しろ

F3 の 差 の 方 が 著 し く，そ れ が 両 者 の 区 別 に大 き く

　関字 して い る と 判 断で きる。

〔付記〕

　本稿 は 第 23 回 1［本音声学 会全 国 大会 で の 報告内容 を

編 集 した もの で あ る。本研究 に か か わ る 現地調査 は．

科学畊究費補助金基盤研究 （A ）（研究題 目 「聴覚音声

学 と音韻構造 の 相 互 関係」課題番号 20242008） をうけ

て 行 っ た。

〔注〕

1） 沖縄県教育委員会 （1975 ）もこ の 母音 の 蒔声表記

　と して ［3］を採 用 し，そ の 音声的特徴を 「中舌性 の

　母音 で，［e］より，や や 前寄 りの 広い 母音 で あっ た 」

　と記 述 して い る u

2） 〆y 及 び isfは 上村 （1997 ） で は 非 IPA 記号 を用 い

　て 表記され て い るが ．便宜 Eそ れ に対応 す る IPA 記

　号 を 用い て 表記す る こ と とす る。

3） 二 つ の 世代を区別す る ため に．便宜上
一
老」 と

　「若 」 に分 け る。

4＞ 東京外 国 語大学中川裕研究室 で 開発 した MS エ ク

　セ ル の マ ク ロ で あ る 。

5） 母音 を布 置す る 際 バ ーク尺 度 を用 い る。そ れ は

　ヘ ル ツ 尺度 に 比 べ ．聴覚的 な距離 を よ り反 映 で きる

　た め で あ る 、
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